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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
八
十
七
号

。

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る

）
（

、

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
う
な
ぎ
の
う
ー
ち
ゃ
ん
だ
い
ぼ
う
け
ん

く
ろ
き

ま
り

作
福
音
館
書
店

小
学
生
（
低
）

す
が
い

ひ
で
か
ず

絵

２
白
い
自
転
車
、
お
い
か
け
て

松
井

ラ
フ

作
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

〃
（
低
）

狩
野

富
貴
子

絵

３
ま
よ
な
か
の
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
ネ
コ

葦
原

か
も

作
講

談
社

〃
（
中
）

武
田

美
穂

絵

４
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
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ン
グ
は
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く
の
夢

あ
ん
ず

ゆ
き

作
佼

成
出

版
〃

（
中
）

５
武
器
よ
り
一
冊
の
本
を
く
だ
さ
い

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ナ
・
マ
ッ
ツ
ァ

作
金

の
星

社
〃

（
高
）

横
山

千
里

訳

６
虫
は
ご
ち
そ
う
！

野
中

健
一

作
小

峰
書

店
〃
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高
）

７
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
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ン

近
藤
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夫
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汐
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社

〃
（
高
）

８
鹿
の
王

上
・
下

上
橋

菜
穂
子

作
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

中
学

生
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山
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青
少
年
健
全
育
成
条
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昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
十
条
第
一
項
の
規

）
（

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行
者
等

１
書

籍
ド
ラ
ッ
グ
の
品
格

ビ
ジ
ネ
ス
社

２
〃

鍵
開
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
５
版

デ
ー
タ
ハ
ウ
ス

３
〃

ヤ
バ
す
ぎ
［
検
証
］
悪
い
手
口
１
２
４

三
才
ブ
ッ
ク
ス

４
月
刊
誌

恋
愛
天
国
パ
ラ
ダ
イ
ス

１
月
号

竹
書

房
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百
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十
九
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
七
条
の
規
定
に
よ

）
（

り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
興
行
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る

、

。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太
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名
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画
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ン
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ー
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ー
の
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日

東
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結

果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

横
山
製
網
株
式
会
社

3
1
3
3

住
所

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明

氏
名

代
表
取
締
役

横
山

信
昭

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)

名
称

横
山
製
網
株
式
会
社

本
社
工
場3
1
3
3

所
在
地

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

19－ト 染色施設 19－ト 染色施設
種 類 染色機１号 染色機２号

同左 同左容量 50ｋｇ 容量 100ｋｇ
能 力 染色時間 染色時間

１時間～１時間30分 １時間～１時間30分

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着手後直ちに － 着手後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 断続２時間 同左 断続２時間 同左
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.5 9 1.2 6
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6 8 6 8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 400 450 400 450
常の量及び最大 同左 同左
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 300 350 300 350

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 60 90 60 90

油 分（㎎／ℓ） 20 25 20 25

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 20 40 40 80 20 40 40 80

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 0.2 10 8 16 0.2 10 8 16

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする｡
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区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

19－ト 染色施設 19－ト 染色施設
種 類 染色機３号 染色機４号

同左 同左容量 75ｋｇ 容量 250ｋｇ
能 力 染色時間 染色時間

１時間～１時間30分 １時間～１時間30分

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着手後直ちに － 着手後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 断続２時間 同左 断続１～２時間 同左
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 1.2 4.5 6.9 15
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6 8 6 8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 400 450 400 450
常の量及び最大 同左 同左
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 300 350 300 350

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 60 90 60 90

油 分（㎎／ℓ） 20 25 20 25

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 20 40 40 80 20 40 40 80

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 0.2 10 8 16 0.2 10 8 16

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする｡
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区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

19－ト 染色施設 19－ト 染色施設
種 類 染色機５号 染色機６号

同左 同左容量 125ｋｇ 容量 150ｋｇ
能 力 染色時間 染色時間

１時間～１時間30分 １時間～１時間30分

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着手後直ちに － 着手後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 断続２時間 同左 断続２時間 同左
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.2 5 6.9 9
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6 8 6 8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 400 450 400 450
常の量及び最大 同左 同左
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 300 350 300 350

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 60 90 60 90

油 分（㎎／ℓ） 20 25 20 25

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 20 40 40 80 20 40 40 80

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 0.2 10 8 16 0.2 10 8 16

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする｡
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区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

19－ト 染色施設 19－ト 染色施設
種 類 染色機７号 染色機９号

同左 同左容量 250ｋｇ 容量 ５ｋｇ
能 力 染色時間 染色時間

１時間～１時間30分 １時間～１時間30分

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着手後直ちに － 着手後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 断続２時間 同左 断続１～２時間 同左
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 6.9 9 0.1 0.5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6 8 6 8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 400 450 400 450
常の量及び最大 同左 同左
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 300 350 300 350

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 60 90 60 90

油 分（㎎／ℓ） 20 25 20 25

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 20 40 40 80 20 40 40 80

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 0.2 10 8 16 0.2 10 8 16

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする｡
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区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

19－ヘ 漂白機 19－ヘ 漂白機
種 類 漂白槽 漂白機

同左 同左容量 １㎥ 容量 100ｋｇ
能 力 漂白時間 漂白時間

１時間～１時間30分 １時間～１時間30分

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着手後直ちに － 着手後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 断続１時間30分 同左 断続１時間30分～３時間 同左
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 1 4 0.7 5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6 8 6 8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 400 450 400 450
常の量及び最大 同左 同左
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 300 350 300 350

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 60 90 60 90

油 分（㎎／ℓ） 20 25 20 25

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 20 40 40 80 20 40 40 80

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 0.2 10 8 16 0.2 10 8 16

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする｡
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区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

19－チ 薬液浸透施設 19－チ 薬液浸透施設
種 類 樹脂槽（マルチ） 樹脂槽（モノ）

同左 同左
容量 2.3㎥ 容量 3.0㎥能 力 浸透時間 10分±２分 浸透時間 ６分±１分

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着手後直ちに － 着手後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 断続１～２時間 同左 断続１～２時間 同左
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0 5 0 5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6 8 6 8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 400 450 400 450
常の量及び最大 同左 同左
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 300 350 300 350

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 60 90 60 90

油 分（㎎／ℓ） 20 25 20 25

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 20 40 40 80 20 40 40 80

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 0.2 10 8 16 0.2 10 8 16

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする｡
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区 分 変 更 前 変 更 後

19－チ 薬液浸透施設
種 類 樹脂槽（白）

容量 0.9㎥ 同左
浸透時間能 力
①②５分±２分
③６分±１分

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着手後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間
並びにその使用に季節的変動がある場合 断続１～２時間 同左
はその概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0 5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6 8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ℓ） 400 450
常の量及び最大 同左
の量 ＣＯＤ（㎎／ℓ） 300 350

Ｓ Ｓ（㎎／ℓ） 60 90

油 分（㎎／ℓ） 20 25

Ｔ－Ｎ（㎎／ℓ） 20 40 40 80

Ｔ－Ｐ（㎎／ℓ） 0.2 10 8 16

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする｡
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 排水処理施設

種 類 接触酸化＋凝集加圧浮上分離＋脱水

構 造 ＲＣ，ＳＳ

同左集水槽 60㎥，原水槽 89㎥
接触酸化槽 78㎥，ｐＨ監視槽 0.2㎥主 要 寸 法
凝集槽 0.63×0.675×0.97Ｈ
脱水機器 1.33×1.76×1.3Ｈ

能 力 100㎥／日

処 理 の 方 法 接触酸化＋凝集加圧浮上分離＋脱水

工 事 着 手 年 月 日 － 許可後直ちに

工 事 完 成 年 月 日 － 着手後直ちに

使 用 開 始 年 月 日 － 工事完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時における 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該特定施設か 区 分
ら排出される汚 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
水等の汚染状態
の通常の値及び 水 量（㎥／日） 50.0 90.0 50.0 90.0
最大の値並びに
当該汚水等の通 ｐ Ｈ 6～8 5.8～8.6 6～8 5.8～8.6 同左
常の量及び最大
の量 ＢＯＤ（mg／ ） 400 450 10 20�

ＣＯＤ（mg／ ） 300 350 40 60 300 350 90 120�

Ｓ Ｓ（mg／ ） 60 90 10 20�
同左

油 分（mg／ ） 20 25 2 3�

Ｔ－Ｎ（mg／ ） 20 40 10 20 40 80 20 40�

Ｔ－Ｐ（mg／ ） 0.2 10 0.1 5 8 16 5 10�

大腸菌群数（個／㎤） 無数 無数 3,000以下 3,000以下 同左
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(5) 排水口に関する事項

排 水 口 番 号 Ｎｏ．１ Ｎｏ．２

変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 50.0 90.0 7.5 10.0

ｐ Ｈ 5.8～8.6 8.6 同左 5.8 8.6

ＢＯＤ（mg／ ） 10 20 20 30�
同左

ＣＯＤ（mg／ ） 40 60 90 120 30 40�

Ｓ Ｓ（mg／ ） 10 20 50 70�
同左

油 分（mg／ ） 2 3 痕跡 5�

Ｔ－Ｎ（mg／ ） 10 20 20 40 60 73 60 120�

Ｔ－Ｐ（mg／ ） 0.1 5 5 10 6 9 6 12�

大腸菌群数（個／㎤） 3,000以下 3,000以下 同左 3,000以下 3,000以下 同左

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成26年12月５日から同月26日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び瀬戸内市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
一
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

児
島
中
央
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

倉
敷
市
児
島
味
野
一

四

二
三

平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日

－
－

こ
こ
ろ
の
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
総
社

総
社
市
駅
前
二

二

一
〇

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

－
－

ス
マ
イ
ル
薬
局
水
島
南
店

倉
敷
市
南
畝
三

一

三
五

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

－
－
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
二
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

指
定
年
月
日

ア
イ
薬
局
総
社
店

総
社
市
中
央
二

二

一
一
一

調
剤

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

－
－

フ
ァ
ー
マ
シ
ィ
井
原
セ
ン
ト
レ
薬
局

井
原
市
井
原
町
五
四
三

九

調
剤

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

－

さ
い
わ
い
薬
局

真
庭
市
福
田
二
七
九

一

調
剤

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

－
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
三
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

更
新
年
月
日

田
村
薬
局

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
竹
荘
四
九
一

九

調
剤

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

－

神
楽
か
わ
か
み
薬
局

高
梁
市
成
羽
町
下
原
二
四
九

一

調
剤

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

－
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

辞
退
年
月
日

さ
い
わ
い
薬
局

真
庭
市
福
田
二
七
九

一

調
剤

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日

－

平成２６年１２月５日　岡山県公報　第１１６４２号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
落
合
町
福
地
字
清
水
上
二
五
六
の
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

長
屋
賀
陽
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新
見
市
唐
松
字
後
田
津
六
〇
六
番
一
地
先
か
ら

新
見
市
唐
松
字
中
畝
六
七
八
番
一
地
先
を
経
て

二
〇
二
〇
・
五

一
〇
・
〇
～

六
五
・
〇

新
見
市
土
橋
字
堤
一
四
一
番
一
地
先
ま
で

新

二
一
三
〇
・
五

新
見
市
唐
松
字
後
田
津
六
〇
六
番
一
地
先
か
ら

三
・
〇
～

新
見
市
土
橋
字
堤
一
四
一
番
一
地
先
ま
で

一
二
・
五

二
一
三
〇
・
五

新
見
市
唐
松
字
後
田
津
六
〇
六
番
一
地
先
か
ら

三
・
〇
～

旧

新
見
市
土
橋
字
堤
一
四
一
番
一
地
先
ま
で

一
二
・
五

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

牛
窓
邑
久
西
大
寺
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域
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別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

瀬
戸
内
市
邑
久
町
下
山
田
字
吉
末
六
四
二
番
二

新

二
六
〇
・
〇

地
先
か
ら

七
・
〇
～

瀬
戸
内
市
邑
久
町
下
山
田
字
南
谷
七
一
〇
番
三

一
七
・
〇

地
先
ま
で

瀬
戸
内
市
邑
久
町
下
山
田
字
吉
末
六
四
二
番
二

二
六
〇
・
〇

地
先
か
ら

四
・
〇
～

旧

瀬
戸
内
市
邑
久
町
下
山
田
字
南
谷
七
一
〇
番
三

一
三
・
〇

地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

鹿
忍
片
岡
神
崎
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
七
一
七
九
番
二
地
先
か

新

一
六
〇
・
〇

ら

五
・
〇
～

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
七
二
一
三
番
七
地
先
ま

一
七
・
〇

で瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
七
一
七
九
番
二
地
先
か

一
六
〇
・
〇

ら

四
・
〇
～

旧

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
七
二
一
三
番
七
地
先
ま

一
四
・
五

で
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

供

用

開

始

道
路
の

路

線

名

区

間

年

月

日

種

類

（

時

間

）

県
道

長
屋
賀
陽
線

新
見
市
唐
松
字
後
田
津
六
〇
六
番
一
地
先
か
ら

平
成
二
十
六

新
見
市
唐
松
字
中
畝
六
七
八
番
一
地
先
を
経
て

年
十
二
月
五

新
見
市
土
橋
字
堤
一
四
一
番
一
地
先
ま
で

日
（
十
時
）

牛
窓
邑
久
西

瀬
戸
内
市
邑
久
町
下
山
田
字
吉
末
六
四
二
番
二
地
先

平
成
二
十
六

大
寺
線

か
ら

年
十
二
月
五

瀬
戸
内
市
邑
久
町
下
山
田
字
南
谷
七
一
〇
番
三
地
先

日

ま
で

鹿
忍
片
岡
神

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
七
一
七
九
番
二
地
先
か
ら

崎
線

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍
七
二
一
三
番
七
地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
十
八
号

平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
児
島
湖
流
域
下
水
道
児
島
湖
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
下
水
汚
泥
運
搬
の
調
達

契
約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
の
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
の
対
象
と
な
る
下
水
汚
泥
運
搬
の
概
要

１

種
類

下
水
汚
泥
（
産
業
廃
棄
物
）
の
運
搬

２

積
込
場
所

児
島
湖
流
域
下
水
道
児
島
湖
浄
化
セ
ン
タ
ー

玉
野
市
東
七
区
四
五
三
番
地

３

荷
下
場
所

水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

倉
敷
市
水
島
川
崎
通
一
丁
目
一
八
番

４

積
込
場
所
で
の
運
搬
車
両
の
稼
働
可
能
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

二

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

１

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
者

２

県
税
、
市
町
村
税
、
法
人
税
又
は
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
（
そ
の
延
滞

金
が
未
納
で
あ
る
者
を
含
む

）
。

３

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
の
許
可
（
汚
泥
に
係
る
も
の
）
を
受
け
て
い
な
い
者

４

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
三
条
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い

者
５

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
に
加
入
し
て
い
な
い
者

６

県
内
に
本
社
又
は
本
店
を
有
し
て
い
な
い
者

７

平
成
十
六
年
度
以
降
の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
お
い
て
、
岡
山
県
内
に
お
け
る
下
水
道
法
（
昭
和

三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
又
は
同
条
第
四
号
に
規

定
す
る
流
域
下
水
道
に
係
る
下
水
汚
泥
（
以
下
「
下
水
汚
泥
」
と
い
う

）
を
千
ト
ン
以
上
運
搬

。

し
た
実
績
を
有
し
て
い
な
い
者

８

次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
個
人
又
は
そ
の
役
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
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為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
九
条
第
二
十
一
号
ロ
の
役
員
を

い
う

）
が
次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人

。暴
力
団
員
等
（
岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第

(1)
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等
を
い
う
。

及
び

に
お
い
て
同
じ

）
に
該
当
す
る

。

(2)

(3)

者
暴
力
団
（
岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。

に
お

(2)

(3)

い
て
同
じ

）
又
は
暴
力
団
員
等
の
統
制
下
に
あ
る
者

。

暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て
い
る
者

(3)
９

８

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
者
が
そ
の
経
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
者

(1)

(3)

過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
８
又
は
９
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入

10
札
参
加
資
格
の
取
消
し
を
受
け
た
者

三

入
札
参
加
資
格
の
審
査
の
申
請
手
続

１

提
出
書
類
（
官
公
署
の
証
明
に
係
る
書
類
は
、
発
行
後
三
月
以
内
の
も
の
に
限
る

）
。

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

(1)

法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
本
籍
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

(2)
身
分
証
明
書
及
び
法
務
局
長
が
発
行
す
る
登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
書
（

の
受
任
者

（11）

に
係
る
も
の
を
含
む

）
。

岡
山
県
県
民
局
長
が
発
行
す
る
県
税
の
納
税
証
明
書

(3)

市
町
村
長
が
発
行
す
る
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書

(4)

税
務
署
長
が
発
行
す
る
法
人
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
税
証
明
書

(5)

申
請
時
の
直
前
の
事
業
年
度
の
決
算
（
以
下
「
直
前
決
算
」
と
い
う

）
を
明
ら
か
に
す
る

。

(6)
書
類
（
法
人
に
あ
っ
て
は
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
利
益
金
処
分
計
算
書
又
は
損
失
金

処
理
計
算
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
損
益
計
算
書
及
び
資
産
負
債
調
（
貸
借
対
照
表

（
営
業

）
）

年
数
が
一
年
未
満
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
決
算
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
申
請
時
の
直
前
三
月
以
内
に
お
け
る
営
業
の
事
実
を
証
す
る
書
類
）

印
鑑
登
録
証
明
書

(7)

二
８
及
び
９
の
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
誓
約
書

(8)

二
３
及
び
４
の
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

(9)

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（10）

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
権
限
を
営
業
所
等
の
長
に
委
任
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状

（11）
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下
水
汚
泥
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
車
両
の
写
真
及
び
自
動
車
検
査
証
の
写
し

（12）

の
申
請
書
に
記
載
し
た
年
度
の
下
水
汚
泥
の
運
搬
の
実
績
を
証
す
る
書
類

（13）

(1)
か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（14）

(1)

（13）

２

提
出
期
間

平
成
二
十
七
年
一
月
六
日
（
火
）
か
ら
同
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
県
の
休

日
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
休
日
を
い
う
。
六
１
に
お
い
て
同
じ

）
を
除
く
。

。

３

提
出
場
所

岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
建
設
企
画
課

〒
七
〇
〇

八
六
〇
四

岡
山
市
北
区
弓
之
町
六
番
一
号

－

電
話

〇
八
六

二
三
三

九
八
三
八

－
－

４

提
出
方
法

２
の
期
間
内
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
に
３
の
場

所
へ
持
参
す
る
こ
と
と
し
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。

四

入
札
参
加
資
格
の
審
査
事
項

１

平
成
十
六
年
度
以
降
の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
お
け
る
下
水
汚
泥
の
運
搬
の
実
績

２

申
請
時
に
お
け
る
下
水
汚
泥
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
車
両
の
保
有
状
況
及
び
当
該
車
両
の
う
ち

二
台
以
上
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
３
の
許
可
を
受
け
た
車
両
で
あ
る
こ
と
。

(1)

積
載
量
は
九
・
〇
ト
ン
以
上
、
車
体
寸
法
は
長
さ
七
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
二
・
五
〇

(2)
メ
ー
ト
ル
以
下
及
び
高
さ
三
・
一
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

荷
台
は
水
密
性
が
あ
り
、
開
閉
可
能
な
覆
い
等
に
よ
り
飛
散
、
流
出
及
び
悪
臭
の
防
止
の
措

(3)
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

荷
下
ろ
し
の
際
、
荷
台
が
後
方
に
傾
斜
す
る
機
能
を
有
す
る
こ
と
。

(4)
３

直
前
決
算
に
お
け
る
自
己
資
本
金

４

直
前
決
算
に
お
け
る
流
動
比
率

５

申
請
時
に
お
け
る
従
業
員
数
及
び
運
搬
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
員
数

６

申
請
時
ま
で
の
営
業
年
数

７

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

五

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
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申
請
者
に
入
札
参
加
資
格
を
付
与
し
た
日
か
ら
そ
の
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
三
月
末
日
ま

で
と
す
る
。

六

資
格
認
定
通
知
書
の
交
付
期
間
、
交
付
場
所
及
び
交
付
方
法

１

交
付
期
間

。

、

。

申
請
者
に
入
札
参
加
資
格
を
付
与
し
た
日
か
ら
随
時
交
付
す
る

た
だ
し

県
の
休
日
を
除
く

２

交
付
場
所

三
３
の
場
所

３

交
付
方
法

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
に
直
接
受
け
取
る
こ
と
。

な
お
、
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
宛
先
を
明
記
し
、
二
百
八
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
（
Ａ
四
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
折
ら
ず
に
入
る
大
き
さ
の
も
の
）
を
同
封
の
上
、
三
３
の
場
所

へ
請
求
す
る
こ
と
。

七

問
い
合
わ
せ
先

三
３
の
場
所
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〔
五
〇
八
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ナ
ン
バ
備
前
店

所
在
地

備
前
市
香
登
西
字
大
道
田
一
六
七
番
一
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
ナ
ン
バ

住
所

津
山
市
材
木
町
一
三
二
八
番
二
五

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

難
波

賢
治

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
代
表
者
の
氏
名

(1)

株
式
会
社
ナ
ン
バ

（
変
更
前
）
代
表
取
締
役

難
波

榮

（
変
更
後
）
代
表
取
締
役

難
波

賢
治

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名

(2)
（
変
更
前
）

名
称

株
式
会
社
ナ
ン
バ

住
所

津
山
市
材
木
町
一
三
二
八
番
二
五

代
表
者
氏
名

難
波

榮

（
変
更
後
）

ア

名
称

株
式
会
社
ナ
ン
バ

住
所

津
山
市
材
木
町
一
三
二
八
番
二
五

代
表
者
氏
名

難
波

賢
治
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イ

名
称

大
黒
天
物
産
株
式
会
社

住
所

倉
敷
市
堀
南
七
〇
四
番
地
五

代
表
者
氏
名

大
賀

昭
司

４

変
更
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日

二

届
出
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
四
月
五
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
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〔
五
〇
九
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ナ
ン
バ
備
前
店

所
在
地

備
前
市
香
登
西
字
大
道
田
一
六
七
番
一
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
ナ
ン
バ

住
所

津
山
市
材
木
町
一
三
二
八
番
二
五

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

難
波

賢
治

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
の
配
置
に
関
す
る
事
項

(1)
ア

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

（
変
更
前
）
百
三
十
五
台
（
店
舗
棟
西
側
一
）

二
十
八
台
（
店
舗
棟
西
側
二
）

四
十
台
（
店
舗
棟
西
側
三
）

百
二
十
台
（
店
舗
棟
南
西
側
四
）

四
箇
所
（
駐
車
場
四
箇
所
合
計
三
百
二
十
三
台
）

（
変
更
後
）
九
十
九
台
（
店
舗
棟
西
側
一
）

八
十
一
台
（
店
舗
棟
南
西
側
二
）

二
箇
所
（
駐
車
場
二
箇
所
合
計
百
八
十
台
）

イ

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

（
変
更
前
）
二
十
台
（
店
舗
棟
西
側
一
）

（
変
更
後
）
二
十
台
（
店
舗
棟
西
側
一

（
位
置
の
変
更
）

）
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ウ

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積

（
変
更
前
）
六
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
（
店
舗
棟
南
側
一
）

（
変
更
後
）
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
（
店
舗
棟
南
側
一
）

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
（
店
舗
棟
西
側
二
）

二
箇
所
（
荷
さ
ば
き
施
設
二
箇
所
合
計
九
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）

エ

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量

（
変
更
前
）
百
四
十
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
（
店
舗
棟
南
側
一
）

（
変
更
後
）
百
四
十
五
立
方
メ
ー
ト
ル
（
店
舗
棟
西
側
一
）

十
六
・
四
立
方
メ
ー
ト
ル
（
店
舗
棟
西
側
二
）

（

）

二
箇
所

廃
棄
物
等
保
管
施
設
二
箇
所
合
計
百
六
十
一
・
四
立
方
メ
ー
ト
ル

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

(2)
ア

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
及
び
閉
店
時
刻

（
変
更
前
）

株
式
会
社
ナ
ン
バ

午
前
七
時
半
か
ら
午
後
九
時

（
変
更
後
）

株
式
会
社
ナ
ン
バ

午
前
七
時
半
か
ら
午
後
十
時

大
黒
天
物
産
株
式
会
社

午
前
七
時
か
ら
午
後
十
二
時

イ

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

駐
車
場
一
か
ら
四
ま
で

（
変
更
前
）
午
前
七
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で

駐
車
場
一
及
び
二

（
変
更
後
）
午
前
六
時
三
十
分
か
ら
午
前
零
時
三
十
分
ま
で

ウ

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

（
変
更
前
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
（
店
舗
棟
南
側
一
）

（
変
更
後
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
（
店
舗
棟
南
側
一
）

午
前
五
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
（
店
舗
棟
西
側
二
）

４

変
更
年
月
日
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平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日

二

届
出
年
月
日

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
四
月
五
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
備
前
市
ま
ち
づ
く
り
部
産
業
振
興
課
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〔
五
一
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
下
林
字
中
林
三
一
五

四
、
三
一
五

七
、
三
一
五

八
、
三
一
五

九

－
－

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
東
区
西
大
寺
松
崎
一
五
八

二

二
〇
三
号

－

小
見
山
国
宏

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
七
六
号
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〔
五
一
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

浅
口
市
金
光
町
占
見
五
二
二

四

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
新
庄
五
二
四
二

一

－

鎌
田

浩
幸

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
八
〇
号
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
七
号

平
成
二
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

岡

本

研

吾

表
病
院
の
項
中
「
倉
敷
市
玉
島
中
央
町
一

四

八
」
を
「
倉
敷
市
玉
島
阿
賀
崎
二

一

一
」
に
、

－
－

－
－

「
医
療
法
人
和
葉
会
ま
び
記
念
病
院
」
を
「
医
療
法
人
和
陽
会
ま
び
記
念
病
院
」
に
、
「
倉
敷
市
真
備

町
箭
田
一
一
二
八
」
を
「
倉
敷
市
真
備
町
川
辺
二
○
○
○

一
」
に
、
「
新
見
市
新
見
二
○
三
二

一

－
－

五
」
を
「
新
見
市
高
尾
二
二
七
八

一
」
に
改
め
、
表
老
人
ホ
ー
ム
の
項
中
「
岡
山
市
北
区
御
津
宇
垣

－

一
七
五
三

一
」
を
「
岡
山
市
北
区
御
津
金
川
一
二
三
」
に
、
「
津
山
市
横
山
四
八
一
」
を
「
津
山
市

－

井
口
一
○
○

一
」
に
改
め
る
。

－
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